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1. じめに 
神戸市立工業高等専門学校（以下神戸高専）は 1990

年（平成 2 年）の舞子台から研究学園都市へのキャン

パス移転をして 3 年ほどたった 1993 年（平成 5 年）に

創立 30 周年を迎えた(1)．そこからさらに 30 年がたち

2023 年（令和 5 年）に創立 60 年を迎えた．創立から

後半の 30 年を振り返ると，情報技術の劇的な変化が起

こっている．1993 年は Web ブラウザの先祖とも言える

Mosaic が公開（HTML のバージョン 1.0 も公開）され，

情報化社会が産声をあげた年ともいえる(2)． 
神戸高専図書館の過去 30 年のデータは 40 周年誌(3)，

50 周年誌(4)，60 周年誌（発行予定）(5)に記載されてい

るが，そのデータをグラフ化し 1993 年からの神戸高専

図書館の 30 年を振り返ってみることで，情報化された

社会と図書館の状況が見えてくるのではないかと思わ

れ本稿の執筆に至った．グラフは世の中の情勢や神戸

高専の出来事と合わせて説明をしているが，立証する

ことを目的としていないため，あくまでも時代背景と

の関連の推察に留めていることをご承知おき願いたい． 
 

2. 蔵書数 
蔵書数については，総記，哲学，歴史，社会科学，

自然科学，工学，産業，芸術，語学の分野に分けられ

て記録がされてきた．全蔵書数の推移（図 1）各分野

別蔵書数の推移（図 2）および 1993 年を起点とした各

分野別蔵書増加率（図 3）を示す． 
2.1 全蔵書数の推移  図１より，基本的に ，全体として

蔵書数 なだらかに増加傾向であるが 2004～2019 年度

変化が少なく、新規購入や寄付による増加と除籍のバラ

ンスがとれていたと考えられる．図 2 より，最も蔵書数が多

いの 工学分野であるがあまり増加しておらず，語学の顕

著な増加と総記が増加傾向にあることで全体の蔵書数増

に繋がっていると思われる． 
2.2 各分野蔵書冊数の推移  各分野の中で特徴的な

傾向を紹介する．図 2 より，工学分野については，2004
年をピークに蔵書数が 2015 年まで減少し，その後 2022
年までわずかに増加傾向にある．蔵書総数は増加し続

けていたため，その中で最も多い工学分野が増加に寄

与していると考えていたが，実際は 2004 年から 2015
年までは減少傾向であった．これは，移り変わりの激
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図１ 神戸高専図書館の全蔵書数の推移． 
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しい工学分野は書籍よりもインターネット上での発信

が増えたことが一因として挙げられる．特に情報分野

の場合は技術の陳腐化が激しく，書籍という半永久的

な形で残すというよりも，今必要な情報の記録媒体と

して書籍よりもすぐに更新が可能なWeb上での情報公

開の方が扱いやすいと推察される．また，ソフトウェ

ア開発（プログラムの情報共有）にてホスティングサ

ービスが普及しているが，例えば，GitHub(6)，Bitbucket(7) 
（開始年 2008 年）などに情報公開の手法が移りつつあ

ることが影響していることも一因として挙げられる． 
図 3 より，1993 年を起点とした蔵書の増加率をみる

と，2011 年から語学分野が最も顕著に増加しているこ

とがわかる．神戸高専での語学に関する出来事を列挙

すると， 
・2008 年：TOEIC 専攻科 H21 年度入試採用 
・2012年：専攻科H25年度入試の英語試験廃止しTOEIC
などの外部試験採用，TOEIC Bridge 3 年生対象に実施 
・2014 年：Pileggi, Mark Andrew 先生赴任，今村一博先生

が英語多読に関する実践を実施 
などがあり，これらの影響で ないかと考えられる． 

3. 図書館利用者数の推移 
図 4～7 に学生，教職員，一般そして合計の貸出者数

および貸出冊数の推移を示す． 
3.1 学生の利用について  図 4より，学生の利用は 2004
年をピークに減少傾向である．ブックハンティングな

どを実施しているものの，図書の貸出者数は増加して

いない．インターネットの発達やスマートフォン所持

率の増加の影響は否定できない(8)．2020 年～2022 年ま

では大きな貸出数減となっているが，これは，新型コ

ロナウイルス（COVID-19）による影響と思われる． 
参考：・2002 年から 2005 年頃まで：「第一次ケータイ

小説ブーム」・2006 年以降：「第二次ケータイ小説ブー

ム」・2011 年頃：高機能携帯電話スマートフォンの普

及に伴ってスマホ小説が浸透(9) 
3.2 教職員の利用について  図 5 より教職員貸出冊数

については 1996 年が極端な減少を示している．これは，

1995年の阪神淡路大震災後の対応で多忙だったことが

考えられる．また 2010 年から徐々に貸出数が減ってい

るのは，専門書の電子化によるものと思われる． 
3.3 一般の利用について  図 6 より一般の貸出につい

図 2 神戸高専図書館各分野別蔵書数の推移． 

図 3 神戸高専図書館の 1993 年を起点とした各分野別蔵書増加率の推移． 
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ては唯一微増となっている．団塊の世代の退職が 2012
年前後なので，2013 年がピークになっていると考えら

れる． 
3.4 全体の利用について  学生利用が圧倒的に多いた

め全体としては 2004 年度から減少傾向となった（図 7）． 
 

4. AV 資料所蔵数および AV 利用数 
4.1 AV 資料所蔵数  図 8 にカセットテープ，CD，ビ

デオテープ，DVD，Blu-ray の所蔵数の推移を示す．図

8 より，カセットテープは 30 年間変わらず 85 本，CD
は 2006 年から変わらず 757 枚，ビデオテープは 2011
年から変わらず 431 本，DVD は 2003 年から所蔵を始

め 2022 年まで顕著に増加し 385 枚，Blu-ray は 2012 年

から所蔵を始め2022年まで顕著に増加し341枚となっ

た．なお，DVD に関しては Blu-ray を購入時にセット

で DVD が付属するものもあるため Blu-ray 購入以降後

図 5 教職員の貸出者数および貸出冊数の推移． 

図 6 一般の貸出者数および貸出冊数の推移． 

図 7 合計の貸出者数および貸出冊数の推移． 

図 4 学生の貸出者数および貸出冊数の推移． 
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も増加している一因となっている． 
4.2 CD・カセット利用数  図 9 に CD・カセットの利用人

数および利用本数の推移を示す．図 9 より，1995 年極

端な利用数減は阪神淡路大震災の影響と思われる．ま

た，2007 年度を境に利用者がほとんどいなくなってい

ることが分かる．これは，2005 年ごろからの音楽のダ

ウンロード販売が開始(10)され，音楽を CD で聴くより

もダウンロードして音楽プレーヤーなどで聴くことが

増えた時代背景が影響していると思われる． 
参考：・1999 年：USB への対応を強化した「Microsoft 
Windows 98 Second Edition」が発売→携帯型 MP3 プレ

ーヤー"Rio500"が発売 (11) 
・2001 年：iPod が Apple Computer から発売(12) 
・2004 年：iPod が完全に Mac/Windows 両対応となる(12) 
・2005 年：iTunes Music Store 日本でサービス開始(10) 

・2010 年：Amazon MP3 ストア（後の Amazon Music）
日本での音楽配信サービス開始(13) 
4.3 映像作品利用数  図 10 にビデオテープ，DVD，

Blu-ray の利用数の推移を示す．図 10 より 2003 年の

DVD 取り扱いを機にビデオテープの利用が激減し，

2013 年の Blu-ray取り扱いを機に DVDの利用が激減し

たことが分かる．全体的に利用者数は年を追うごとに

減少傾向となっており，近年は動画配信サービスが普

及してきていることからさらに利用数は減っていくと

思われる．2020 年～2022 年はコロナ禍で図書館の利用

が減少したことで極端に減ったことが分かる． 
参考： 
・2007 年：YouTube が日本語対応(14) 
・2008 年：YouTube 一般の認知度が急 にあがる(14) 
・2010 年：Apple の App Store に Instagram 登場(15) 

図 8 カセットテープ，CD，ビデオテープ，DVD，Blu-ray の所蔵数の推移． 

図 9 CD・カセットの利用人数および利用本数の推移． 

図 10 ビデオテープ，DVD，Blu-ray の利用数の推移． 
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・2015 年：Netflix(16)，Amazon Prime 日本で動画配信サ 
ービス開始(17) 

・2019 年：Apple TV 日本で動画配信サービス開始(18) 
 
5. 読書感想文コンクールの推移 
図 11 に読書感想文コンクール課題図書タイトル数

および応募数の推移を示す．課題図書タイトル数は 10
ないし 11 を挙げてきたが 2022 年に 7 タイトルとなっ

た．図 11 から分かるが，応募数は基本的に減少傾向に

ある．1996 年は応募者数が極端に多いが，国語科にて

夏季休業の課題あるいは阪神淡路大震災時の混乱期に

国語の単位を落とした学生の再評価課題として読書感

想文コンクールを設定したのではないかと思われる．

2022 年には生成系 AI の急 な発展に伴い，有名な小

説などに関しては，AI が読書感想文を作成可能な時代

となる一方で，神戸市内の小中学校で夏季休業中の読

書感想文課題は任意提出となり，今後の読書感想文コ

ンクールのあり方について一考の余地がありそうであ

る． 
 
6. 研究紀要の推移 
図 12 に神戸高専研究紀要論文および資料掲載数推

移を示す．また，図 13 に，学科別の論文と資料合算数

の掲載数推移を示す．なお，複数の学科をまたいでい

る場合は筆頭著者の所属学科にて集計した．図 12 から

1997 年に大幅に増加していることがわかる．これは，

1995 年の阪神淡路大震災の影響と思われる．震災後の

混乱期には論文数が減り，図 13 からも分かるように

1997 年の都市工学科の論文数が増加しており，震災に

よって貴重な災害に関連するデータが取れたことがそ

の要因のひとつと思われる． 
 図 13 より 1999 年は機械工学科と都市工学科の掲載

数が少ないが，2000 年度の機械システム工学専攻，都

市工学専攻の設置のための業務増が影響していると思

われる．図 12 より 2006 年～2009 年に論文掲載数が増

加している．これは，学内の昇任昇格基準が明確に示

された時期(2006 年)に重なる．2011 年より掲載数が漸

減しているが，外部評価や専攻科レビュー審査や専攻

科の特例適用などにおいて，外部の学術誌への査読付

き論文の投稿が増えていることが原因と考えられる． 
日本の論文数について，国立大学が法人化された翌

年の 2005 年から増加が鈍化して 2007 年から減少に転

じたことがあった．教育機関の運営の大きな変革期に

おいては，研究以外の業務が増え，研究時間が削られ

ることは大いに関係しているのではないかと思われる．

神戸高専の法人化後の 2023 年以降も研究紀要投降数

の減少も十分に予測される． 
 
7. まとめ 
急 にデジタル化が進んだ 30 年であったためか，紙

媒体による情報の保管を主とする図書館の利用数は

2004 年度以降は下降しているように見える．情報技術

図 11 読書感想文コンクール課題図書タイトル数および応募数の推移． 

図 12 神戸高専研究紀要論文および資料掲載数推移． 
． 
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における電子データ保存もオンプレミス（自前サーバ

ー）からクラウドサービス（外部サーバー）に移行し

ており，情報のアーカイブ（保管庫）としての役割は

少し変化が必要かもしれない．高校生年代が本を読ま

なくなっているという情報(19)があるが，その代わりに

インターネット上などで文章を読む機会が増え高校生

の読書時間は減少していないというデータもある．仮

に読書時間が減少していなくてもインターネットの性

質上利用者の嗜好に合わせた情報ばかりが集積するた

め，興味のある分野にしか接点がなくなってしまう．

学生利用者が減り続けている時代に学生自身が気づか

ない情報に触れさせるきっかけを発信する重要な役割

が神戸高専図書館にはあると考える． 
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図 13 神戸高専研究紀要学科別の論文と資料合算数の掲載数推移． 
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